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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 を 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 一 の 再 生 骨 材 と 、 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０  
ｍ ｍ の 第 二 の 再 生 骨 材 と 、 に 分 級 し 、
　 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 前 記 第 一 の 再 生 骨 材 に つ い て 、 分 離 機 に よ っ て 前 記 第 一 の 再 生 骨  
材 か ら 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト を 剥 離 さ せ て 分 離 し 、
  分 離 さ れ た 前 記 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 前 記 第 一 の 再 生 骨 材 を 、 分 級 手 段 に よ っ て 粒 径 １  
３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 三 の 再 生 骨 材 と 、 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 第 四 の 再 生 骨 材 と 、 に 分 級  
し 、
  前 記 第 四 の 再 生 骨 材 を 、 母 材 で あ る 前 記 ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 を 分 級 し た 前 記 第 二 の 再  
生 骨 材 と 混 合 し 、
  前 記 第 二 の 再 生 骨 材 及 び 前 記 第 四 の 再 生 骨 材 を 混 合 し た も の に 、 施 工 性 改 善 剤 、 再 生 用  
添 加 剤 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト の 少 な く と も い ず れ か を 混 合 釡 で 混 合 す る こ と で ア ス フ ァ ル ト  
モ ル タ ル を 製 造 し 、
  製 造 さ れ た 前 記 ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル に 、 前 記 第 三 の 再 生 骨 材 を ミ キ サ ー で 混 合 す る こ  
と で 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造  
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
  ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 を 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 一 の 再 生 骨 材 と 、 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０  
ｍ ｍ の 第 二 の 再 生 骨 材 と 、 に 分 級 す る 篩 と 、

請求項の数　2　（全11頁）
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　 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 前 記 第 一 の 再 生 骨 材 か ら 旧 ア ス フ ァ ル ト を 剥 離 し 分 離 す る 分 離 機
と 、
  分 離 さ れ た 前 記 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 前 記 第 一 の 再 生 骨 材 を 、 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超  
の 第 三 の 再 生 骨 材 と 、 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 第 四 の 再 生 骨 材 と 、 に 分 級 す る 分 級 手 段 と 、
  前 記 第 二 の 再 生 骨 材 及 び 前 記 第 四 の 再 生 骨 材 を 混 合 す る と 共 に 、 施 工 性 改 善 剤 、 再 生 用  
添 加 剤 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト の 少 な く と も い ず れ か を 混 合 す る こ と で ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル  
を 製 造 す る 混 合 釡 と 、
  前 記 ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル と 前 記 第 三 の 再 生 骨 材 と を 攪 拌 混 合 す る こ と で 再 生 ア ス フ ァ  
ル ト 混 合 物 を 製 造 す る ミ キ サ ー と 、
  を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 を 利 用 し た 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 方 法 及 び 製  
造 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 の 表 層 と 基 層 に 施 工 さ れ た ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 廃 材 を 破 砕 す  
る こ と で ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 が 製 造 さ れ て い る 。 こ の ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 は 再 生 ア ス  
フ ァ ル ト 混 合 物 の 材 料 と し て 用 い ら れ 、 新 規 の ア ス フ ァ ル ト 及 び 新 規 の 骨 材 と を 混 ぜ 合 わ  
せ て 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 と し て ア ス フ ァ ル ト 舗 装 道 路 に 広 く 施 工 さ れ て い る 。
　 例 え ば 、 従 来 の 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 方 法 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ア ス フ ァ  
ル ト 再 生 骨 材 ( 以 下 、 単 に 再 生 骨 材 と い う ) １ ０ ０ を ド ラ イ ヤ １ ０ １ で 加 熱 す る 。 そ し て 、  
加 熱 し た 再 生 骨 材 １ ０ ０ を 、 加 熱 し た 新 規 の 細 骨 材 １ ０ ２ 及 び 粗 骨 材 １ ０ ３ 、 新 規 の ア ス  
フ ァ ル ト １ ０ ４ と 共 に ミ キ サ ー １ ０ ５ に 投 入 し て 攪 拌 混 合 す る こ と で 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混  
合 物 を 製 造 し 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 と し て 路 面 に 敷 設 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 再 生 骨 材 １ ０ ０ は 廃 材 と な っ た 旧 骨 材 の 表 面 に 旧 ア ス フ ァ ル ト が 被 覆 さ れ て い る 。 ア ス  
フ ァ ル ト 舗 装 の 再 生 骨 材 １ ０ ０ を 繰 り 返 し て 再 生 す る こ と に よ り 旧 ア ス フ ァ ル ト が 製 造 時  
の 再 加 熱 や 使 用 中 の 紫 外 線 等 で 劣 化 し 油 分 が 脱 落 す る 。 そ の た め 、 再 生 骨 材 １ ０ ０ 等 を 混  
合 し た 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 は 次 第 に 性 能 が 劣 化 し 、 旧 ア ス フ ァ ル ト が 経 年 硬 化 し て し  
ま う 。 す る と 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 に 短 期 間 で 轍 掘 れ や ひ び 割 れ 等 が 発 生 し 、 旧 ア ス フ  
ァ ル ト を 使 用 で き な く な る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 問 題 を 改 善 す る た め 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 再 生 骨 材 は 、 油 分 が 付 着 し た  
表 面 を 回 転 ド ラ ム 内 で 熱 風 、 放 射 熱 で 加 熱 す る こ と で 燃 焼 や 劣 化 を 促 し て 旧 ア ス フ ァ ル ト  
に 付 着 し た 油 分 量 を 少 な く す る 。 そ し て 、 そ の 後 の 加 熱 工 程 に お い て 、 再 生 骨 材 に 再 生 用  
添 加 剤 を 添 加 し て 新 規 の ア ス フ ァ ル ト と 混 合 す る こ と で 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 性 能  
を 高 め る と し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － １ ０ ２ ８ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 は 、 そ の 性 能 が 十 分 回  
復 し て い る と は い え な い 。 そ の た め 、 こ の 場 合 で も 比 較 的 短 期 間 で 再 生 ア ス フ ァ ル ト 舗 装  
面 が 劣 化 し て 舗 装 面 の 硬 化 や ひ び 割 れ 等 が 発 生 す る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 劣 化 し た 旧 ア ス フ ァ ル ト の 柔  
軟 性 を 回 復 さ せ て 疲 労 耐 久 性 を 向 上 で き る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 方 法 及 び 製 造 装  
置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 方 法 は 、 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 第 一 の 再 生  
骨 材 に つ い て 、 分 離 機 に よ っ て 第 一 の 再 生 骨 材 か ら 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト を 剥 離 さ せ て 分  
離 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 離 機 に よ っ て 第 一 の 再 生 骨 材 の 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト を 剥 離 さ せ て  
粒 径 の 小 さ い も の と し て 分 離 す る こ と で 流 動 性 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 第 一 の 再 生 骨 材 を 骨  
材 と し て 再 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 分 離 さ れ た 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 第 一 の 再 生 骨 材 を 、 分 級 手 段 に よ っ て 比 較 的 粒  
径 の 大 き い 第 三 の 再 生 骨 材 と 比 較 的 粒 径 の 小 さ い 第 四 の 再 生 骨 材 と に 分 級 す る こ と が 好 ま  
し い 。
　 第 一 の 再 生 骨 材 を 分 離 機 を 介 し て 分 級 す る こ と で 、 粒 径 の 小 さ い 旧 ア ス フ ァ ル ト の 流 動  
性 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 第 一 の 再 生 骨 材 を 骨 材 と し て 再 利 用 し 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 第 四 の 再 生 骨 材 を 、 母 材 で あ る ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 を 分 級 し た 比 較 的 粒 径 の 小  
さ い 第 二 の 再 生 骨 材 と 混 合 す る こ と が 好 ま し い 。
　 粒 径 の 比 較 的 小 さ い 第 二 の 再 生 骨 材 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 を 混 合 す る と 、 粒 径 が 同 程 度 で  
あ る た め 流 動 性 が 高 く 旧 ア ス フ ァ ル ト の 再 生 効 率 が 高 ま る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 第 二 の 再 生 骨 材 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 を 混 合 し た も の に 、 施 工 性 改 善 剤 、 再 生 用 添  
加 剤 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト の 少 な く と も い ず れ か を 混 合 す る こ と で ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を  
製 造 す る こ と が 好 ま し い 。
　 第 二 の 再 生 骨 材 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 を 混 合 し た も の に 施 工 性 改 善 剤 、 再 生 用 添 加 剤 、 新  
規 ア ス フ ァ ル ト の 少 な く と も い ず れ か を 混 合 す る こ と で 油 性 成 分 が 追 加 さ れ る た め 、 旧 ア  
ス フ ァ ル ト に 柔 軟 性 と 流 動 性 を 回 復 さ せ る こ と が で き 、 高 品 質 の ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を  
製 造 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル に 、 第 三 の 再 生 骨 材 を 混 合 す る こ と で 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混  
合 物 を 製 造 す る こ と が で き る 。
　 柔 軟 性 と 流 動 性 の 高 い ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル に 比 較 的 粒 径 の 大 き い 第 三 の 再 生 骨 材 を 粗  
骨 材 と し て 加 え る こ と で 、 柔 軟 性 と 疲 労 耐 久 性 の 高 い 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 製 造 で き  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 装 置 は 、 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 第 一 の 再 生  
骨 材 か ら 旧 ア ス フ ァ ル ト を 剥 離 し 分 離 さ せ る 分 離 機 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 離 機 に よ っ て 第 一 の 再 生 骨 材 の 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト を 剥 離 さ せ る  
こ と で 旧 ア ス フ ァ ル ト を 粒 径 の 小 さ い も の に 分 離 す る こ と が で き て 流 動 性 を 向 上 さ せ る と  
共 に 、 第 一 の 再 生 骨 材 を 骨 材 と し て 再 利 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 分 離 さ れ た 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 第 一 の 再 生 骨 材 を 、 比 較 的 粒 径 の 大 き い 第 三 の  
再 生 骨 材 と 比 較 的 粒 径 の 小 さ い 第 四 の 再 生 骨 材 と に 分 級 す る 分 級 手 段 と 、 を 備 え た こ と を  
特 徴 と す る 。
　 分 離 さ れ た 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 第 一 の 再 生 骨 材 を 、 分 級 手 段 に よ っ て 第 三 の 再 生 骨 材  
と 第 四 の 再 生 骨 材 に 分 級 す る こ と で 、 疲 労 耐 久 性 の 高 い 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 容 易 に  
製 造 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ま た 、 粒 径 の 比 較 的 小 さ い 第 二 の 再 生 骨 材 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 を 混 合 す る と 共 に 、 施 工  
性 改 善 剤 、 再 生 用 添 加 剤 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト の 少 な く と も い ず れ か を 混 合 す る こ と で ア ス  
フ ァ ル ト モ ル タ ル を 製 造 す る 混 合 釡 と 、 ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル と 第 三 の 再 生 骨 材 と を 攪 拌  
混 合 す る こ と で 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 製 造 す る ミ キ サ ー と 、 を 備 え て い る こ と が 好 ま  
し い 。
　 粒 径 の 比 較 的 大 き い 第 一 の 再 生 骨 材 を 分 離 機 に か け た 後 で 分 級 手 段 に よ っ て 分 級 さ せ 、  
同 程 度 に 粒 径 が 小 さ い 第 二 の 再 生 骨 材 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 を 混 合 釡 で 混 合 す る こ と で 、 旧  
ア ス フ ァ ル ト の 流 動 性 が 高 ま り 、 更 に 施 工 性 改 善 剤 、 再 生 用 添 加 剤 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト の  
少 な く と も い ず れ か を 混 合 す る こ と で 旧 ア ス フ ァ ル ト に 油 性 成 分 を 付 加 し て 柔 軟 性 と 流 動  
性 を 回 復 で き て ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を 製 造 で き る 。 更 に ミ キ サ ー 内 で ア ス フ ァ ル ト モ ル  
タ ル と 第 三 の 再 生 骨 材 を 混 合 す る こ と で 疲 労 耐 久 性 の 高 い ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 製 造 で き  
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 再 生 骨  
材 に つ い て 、 分 離 機 に よ っ て 第 一 の 再 生 骨 材 の 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト を 剥 離 さ せ る こ と で  
旧 ア ス フ ァ ル ト を 粒 径 の 小 さ い も の に 分 離 し 、 流 動 性 及 び 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 残  
っ た 第 一 の 再 生 骨 材 を 骨 材 と し て 再 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 整 粒 機 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 旧 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 再 生 骨 材 に 基 づ い て ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 製 造 す る 工 程 を  
示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 に よ る ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 方 法 の 試 験 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 装 置 と 製 造 方 法 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 装  
置 及 び 製 造 方 法 に つ い て 図 １ か ら 図 ４ に よ り 説 明 す る 。
　 先 ず 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ を 製 造 す る た め に 添 加 す る 再 生 骨 材 と し て 、 既 設 の ア  
ス フ ァ ル ト 舗 装 の 補 修 時 や 打 ち 換 え 時 等 に 掘 り 起 こ し た ア ス フ ァ ル ト 廃 材 を 適 当 な 大 き さ  
に 破 砕 し て ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 を 製 造 す る 。 破 砕 さ れ た ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 は 適 宜 範  
囲 の 粒 径 、 例 え ば 粒 径 （ R ） １ ３ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 範 囲 を 有 す る 母 材 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 A の 製 造 装 置 １ に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ３ に よ り 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造 装 置 １ を 示 す も の で あ  
る 。 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造 装 置 １ に お い て 、 ア ス フ ァ ル ト を 含 む 再 生 骨 材 を 母  
材 と し て 、 母 材 の ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 Ｂ は 例 え ば ６ ． ３ ｍ ｍ の 網 目 の 篩 ２ か ら な る 分 級  
装 置 に よ っ て 粒 径 ５ ｍ ｍ 超 、 即 ち 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 一 の 再 生 骨 材 （ 粗 骨 材 ） ａ  
と 、 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 第 二 の 再 生 骨 材 ( 細 骨 材 ) ｂ と に 分 級 す る も の と す る 。
　 な お 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 範 囲 の も の が 含 ま れ て い て も よ い 。 第  
一 の 再 生 骨 材 ａ に は 旧 ア ス フ ァ ル ト が 例 え ば ２ 質 量 ％ 程 度 含 ま れ 、 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ に は  
旧 ア ス フ ァ ル ト が 例 え ば ８ 質 量 ％ 程 度 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 、 整 粒 機 ３ と 分 級 手 段 で あ る 篩 ４ を 備 え た 分 離 装 置 ５ に お い て 処 理  
さ れ 、 再 度 分 級 さ れ る 。 整 粒 機 ３ は 第 一 の 再 生 骨 材 ａ を 投 入 し て そ の 外 周 面 に 位 置 す る 旧  
ア ス フ ァ ル ト の 一 部 を は ぎ 取 る 装 置 で あ る 。 整 粒 機 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 一 の 再 生  
骨 材 ａ が 原 料 投 入 口 ７ か ら 開 口 ８ に 投 入 さ れ 、 回 転 す る ロ ー タ ー ９ に よ っ て 適 宜 の 速 度 で  
回 転 さ せ ら れ る 。 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 、 回 転 す る ロ ー タ ー ９ の 吐 出 口 ９ ａ を 介 し て 遠 心 力  
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で 破 砕 室 １ ０ に 飛 散 さ せ ら れ る 。
　 飛 散 さ せ ら れ た 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 破 砕 室 １ ０ の 内 壁 に デ ッ ド ス ト ッ ク さ れ 、 次 に 飛 散  
す る 第 一 の 再 生 骨 材 ａ と 衝 突 す る こ と で 、 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト が 破 砕 さ れ 、 剥 離 さ れ て  
粒 径 が 球 体 に 近 づ く 形 状 に 調 整 さ れ る 。 剥 離 さ れ た 旧 ア ス フ ァ ル ト は 小 径 の 粒 体 や 粉 体 に  
な る 。 ま た 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト だ け で な く 骨 材 部 分 も 一 部 破 砕 さ  
れ て 石 粉 等 と し て 分 離 す る こ と が あ る 。 整 粒 機 ３ を 通 す こ と で 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 表 面  
の 旧 ア ス フ ァ ル ト の 一 部 が 破 砕 さ れ 、 或 い は 剥 離 さ れ 、 は く 奪 さ れ る こ と で 、 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 整 粒 機 ３ に よ っ て 第 一 の 再 生 骨 材 ａ を 破 砕 す る こ と な く 、 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト の 一 部  
を 主 に 分 離 さ せ る た め に 、 ロ ー タ ー ９ は 例 え ば 周 速 １ ０ ～ ６ ０ ｍ / 秒 の 範 囲 で 適 宜 な 周 速 に  
調 整 さ れ る 。 好 ま し く は 、 整 粒 機 ３ は 周 速 ２ ０ ～ ５ ０ ｍ ／ 秒 程 度 に 設 定 さ れ る 。 低 速 か ら  
高 速 ま で の 適 宜 の 速 度 を 選 択 す る こ と で 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ の 破 砕 割 合 を 調 整 で き る 。 整  
粒 機 ３ に か け る 時 間 が 長 く な る と 例 え ば 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 第 四 の 再 生 骨 材 ( 細 骨 材 ) ｂ  
ｂ が 相 対 的 に 増 大 す る の で 、 必 要 に 応 じ て 稼 働 時 間 を 調 整 す る 必 要 が あ る 。
　 整 粒 機 ３ を 通 過 し た 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 、 篩 ４ に よ っ て 再 度 分 級 さ れ て 、 粒 径 １ ３ ｍ ｍ  
～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 三 の 再 生 骨 材 （ 粗 骨 材 ） ａ ｂ と 、 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 第 四 の 再 生 骨 材 ( 細  
骨 材 ) ｂ ｂ と に 分 級 さ れ る 。 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ と 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ の ア ス フ ァ ル ト 量 は  
例 え ば ２ ～ ８ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ３ ～ ６ 質 量 ％ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造 装 置 １ は 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト ｃ を 収 容 し て 加 熱  
可 能 な ア ス フ ァ ル ト 貯 蔵 サ イ ロ １ ３ と 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト ｃ と 再 生 用 添 加 剤 ｄ と 第 二 の 再  
生 骨 材 ｂ と 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ を 加 熱 混 合 す る た め の 混 合 釡 １ ４ と を 備 え て い る 。 混 合 釡  
１ ４ は 内 部 に 攪 拌 羽 根 １ ５ が 内 蔵 さ れ て い る 。 な お 、 再 生 用 添 加 剤 ｄ に 代 え て 、 或 い は 再  
生 用 添 加 剤 ｄ と 共 に 施 工 性 改 善 剤 ｅ を 添 加 し て も よ い 。
　 ま た 、 製 造 装 置 １ に は 、 混 合 釡 １ ４ で 攪 拌 さ れ て 製 造 さ れ る ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル と 第  
三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ と を 攪 拌 羽 根 １ ９ に よ っ て 攪 拌 混 合 す る ミ キ サ ー １ ８ が 設 け ら れ て い る  
。 ミ キ サ ー １ ８ に よ っ て 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 A の 製 造 装 置 １ に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造  
方 法 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す ブ ロ ッ ク を 用 い た フ ロ ー 図 に よ り 説 明 す る 。
　 図 ３ に お い て 、 ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 Ｂ は 例 え ば ６ ． ３ ｍ ｍ の 網 目 の 篩 ２ に よ っ て 、 粒  
径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 一 の 再 生 骨 材 （ 粗 骨 材 ） ａ と 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 第 二 の 再 生  
骨 材 ( 細 骨 材 ) ｂ と に 分 級 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 な お 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ に は 粒 径 ５ ｍ ｍ  
～ ０ ｍ ｍ の 範 囲 の も の が 含 ま れ て い て も よ い 。 第 一 の 再 生 骨 材 ａ に は 旧 ア ス フ ァ ル ト が 例  
え ば ２ 質 量 ％ 程 度 含 ま れ 、 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ に は 旧 ア ス フ ァ ル ト が 例 え ば ８ 質 量 ％ 程 度 含  
ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 つ ぎ に 図 ３ に お い て 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 、 整 粒 機 ３ と 篩 ４ を 備 え た 分 離 装 置 ５ に お い  
て 処 理 さ れ 分 級 さ れ る 。 先 ず 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ を 整 粒 機 ３ に 投 入 し て 表 面 の 旧 ア ス フ ァ  
ル ト 部 分 を 破 砕 し 剥 離 さ せ る ( ス テ ッ プ Ｓ ２ ) 。 例 え ば 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ に 尖 っ た ア ス フ  
ァ ル ト 部 分 が あ る と 割 れ や 欠 け 等 を 生 じ 易 い た め 、 整 粒 機 ３ に 投 入 し て 尖 っ た 部 分 や 角 等  
を 剥 離 さ せ る こ と で 粒 径 を よ り 滑 ら か な も の に 整 え る こ と が で き る 。 剥 離 さ れ た 表 面 の 旧  
ア ス フ ァ ル ト は 粉 体 や 微 小 な 粒 体 と な っ て 第 一 の 再 生 骨 材 ａ か ら 分 離 し 、 第 一 の 再 生 骨 材  
ａ は 角 部 や 尖 っ た 部 分 等 が 削 れ て 滑 ら か な 曲 面 形 状 に 近 づ く よ う 整 粒 化 さ れ る 。 ま た 、 表  
面 に 露 出 す る 骨 材 の 一 部 は 、 旧 ア ス フ ァ ル ト と 共 に 破 砕 さ れ て 細 骨 材 や 石 粉 等 と な る こ と  
が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 整 粒 機 ３ で 破 砕 処 理 さ れ た こ れ ら 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は 篩 ４ で 再 度 分 級 さ れ ( ス テ ッ プ Ｓ ３  
) 、 旧 ア ス フ ァ ル ト が は く 奪 さ れ た 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ と 、 粒 径  
５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ と に 分 級 さ れ る 。 こ の 場 合 、 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ は  
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第 一 の 再 生 骨 材 ａ よ り も 旧 ア ス フ ァ ル ト の 含 有 量 が 少 な く な っ て い る 。
　 次 に 、 混 合 釡 １ ４ に お い て 、 そ れ ぞ れ 同 程 度 （ 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ ） に 分 級 さ れ た 第 二  
の 再 生 骨 材 ｂ と 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ を 混 合 す る ( ス テ ッ プ Ｓ ４ ) 。 こ の 場 合 、 第 四 の 再 生 骨  
材 ｂ ｂ は 第 一 の 再 生 骨 材 ａ か ら 旧 ア ス フ ァ ル ト が 整 粒 機 ３ で 剥 離 さ れ て い る た め 旧 ア ス フ  
ァ ル ト の 粉 体 等 が 含 ま れ て い る 。 そ の た め 、 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ と 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ の 混  
合 物 は 粒 度 が 細 か く 流 動 性 が 向 上 し 、 ア ス フ ァ ル ト の 再 生 効 率 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 混 合 釡 １ ４ 内 に ア ス フ ァ ル ト 貯 蔵 サ イ ロ １ ３ か ら 例 え ば 新 規 ア ス フ ァ ル ト ｃ を 投  
入 し て 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ の 混 合 物 と 混 合 す る ( ス テ ッ プ Ｓ ５ ) 。 こ  
れ に よ り 、 流 動 性 が 高 く 高 品 質 の ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を 製 造 で き る 。
　 或 い は 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト ｃ に 代 え て 再 生 用 添 加 剤 ｄ 及 び 施 工 性 改 善 剤 ｅ の 一 方 か 両 方  
を 添 加 し て 混 合 す る 。 こ れ に よ っ て も 、 油 性 成 分 が 追 加 さ れ る こ と で 粒 度 が 細 か く て 柔 軟  
性 と 流 動 性 の 高 い 良 質 な ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を 製 造 で き る ( ス テ ッ プ Ｓ ５ ) 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 母 材 で あ る ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 Ｂ の 旧 ア ス フ ァ ル ト は 経 年 劣 化 で 硬 く な っ て い る が 、  
第 二 の 再 生 骨 材 ｂ 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ の 混 合 物 は 粒 度 の 細 か い 旧 ア ス フ ァ ル ト や 砂 や  
石 粉 等 を 含 ん で い る 。 そ の た め 、 新 規 ア ス フ ァ ル ト ｃ 、 再 生 用 添 加 剤 ｄ 及 び 施 工 性 改 善 剤  
ｅ の 少 な く と も い ず れ か を 混 合 さ せ る こ と で 、 粒 度 が 細 か く 流 動 性 と 柔 軟 性 を 高 め た 良 質  
な ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を 製 造 で き る 。 こ れ を 製 品 と し て 、 或 い は 他 の 材 料 を 添 加 す る こ  
と で 、 舗 装 工 事 や 補 修 工 事 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 い で 、 製 造 さ れ た ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を 混 合 釡 １ ４ か ら ミ キ サ ー １ ８ に 投 入 す る と  
共 に 、 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ を ミ キ サ ー １ ８ に 投 入 し 、 混 合 す る  
こ と で 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ を 製 造 す る ( ス テ ッ プ Ｓ ６ ) 。 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ は 旧 ア  
ス フ ァ ル ト を 僅 か に 含 む 粗 骨 材 で あ り 、 高 品 質 に 製 造 さ れ た ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル と 混 合  
す る こ と で 、 ひ び 割 れ し に く く 疲 労 耐 久 性 が 高 い 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ を 得 ら れ る 。  
な お 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造 時 に 施 工 性 改 善 剤 を 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ミ キ サ ー １ ８ 内 の 攪 拌 羽 根 １ ９ に よ っ て 所 定 時 間 攪 拌 さ れ る こ と で 得 ら れ た 再 生 ア ス フ  
ァ ル ト 混 合 物 Ａ は 、 例 え ば ダ ン プ ト ラ ッ ク ２ ０ に 投 下 さ れ て ア ス フ ァ ル ト 舗 装 の 施 工 現 場  
に 搬 送 さ れ る 。 或 い は 、 現 場 で ミ キ サ ー １ ８ か ら 直 接 、 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ を 排 出  
し て 施 工 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造 装 置 １ 及 び 製 造 方  
法 に よ れ ば 、 母 材 で あ る ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 Ｂ を 分 級 し た 比 較 的 粒 径 の 大 き い 第 一 の 再  
生 骨 材 ａ か ら 整 粒 機 ３ に よ っ て 表 面 の 旧 ア ス フ ァ ル ト を 一 部 引 き 剥 が す こ と が で き る 。 こ  
れ に よ っ て 、 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 超 の 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ と 、 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 微  
小 粒 径 の 旧 ア ス フ ァ ル ト を 多 く 含 む 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ と に 分 級 す る こ と が で き る 。 そ の  
た め 、 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ を 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ と 混 合 す る こ と で 柔 軟 性 と 耐 久 性 の 高 い ア  
ス フ ァ ル ト モ ル タ ル を 製 造 で き る 。
　 更 に 、 旧 ア ス フ ァ ル ト を ほ と ん ど 含 ま な い 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ と 混 合 す る こ と で 柔 軟 性  
と 疲 労 耐 久 性 の 高 い 高 品 質 の 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ を 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 上 述 し た 実 施 形 態 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造 方 法 に つ い て 実 施 し た 試  
験 例 を 図 ４ 及 び 表 1 に よ り 説 明 す る 。
　 図 ４ に お い て 、 母 材 と し て の ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 Ｂ は 例 え ば 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ で  
あ り 、 含 有 す る ア ス フ ァ ル ト 量 は ５ ． ４ 質 量 ％ と し た 。 こ の 再 生 骨 材 を 篩 ２ で 粒 径 の 大 き  
い 第 一 の 再 生 骨 材 ａ （ 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ 超 ｍ ｍ ） と 粒 径 の 小 さ い 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ （ 粒 径  
５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ ） と に 分 級 し た 。 粒 径 の 大 き い 第 一 の 再 生 骨 材 ａ は ４ ０ 質 量 ％ 、 粒 径 の 小  
さ い 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ は ６ ０ 質 量 ％ で あ る 。 第 二 の 再 生 骨 材 ｂ の 量 に 占 め る 旧 ア ス フ ァ ル  
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ト 量 の 比 率 は ６ ． ５ 質 量 ％ 、 全 体 の 再 生 骨 材 に 対 し て は ３ ． ９ 質 量 ％ で あ り 、 分 級 前 の 再  
生 骨 材 の 旧 ア ス フ ァ ル ト 量 は ５ ． ４ 質 量 ％ で あ る た め 、 そ の 含 有 比 率 は ７ ２ ％ に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 粒 径 の 大 き い 第 一 の 再 生 骨 材 ａ に 占 め る 旧 ア ス フ ァ ル ト 量 は ３ ． ８ 質 量 ％ 、 全 体  
の 再 生 骨 材 に 対 し て は １ ． ５ 質 量 ％ で あ る 。 第 一 の 再 生 骨 材 ａ を 分 離 装 置 ５ の 整 粒 機 ３ に  
投 入 し て 剥 離 し 、 更 に 篩 ４ で 粒 径 の 大 き い 第 三 の 再 生 骨 材 ａ ｂ （ 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ 超 ｍ ｍ  
） と 粒 径 の 小 さ い 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ （ 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ ） と に 分 級 し た 。 し か も 、 母  
材 の ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 Ｂ に 対 す る 分 離 装 置 ５ の 篩 ４ で 分 級 し た 粒 径 の 小 さ い 第 二 の 再  
生 骨 材 ｂ 及 び 第 四 の 再 生 骨 材 ｂ ｂ （ 粒 径 ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ ） の ア ス フ ァ ル ト 量 の 比 率 は ４ ．  
７ 質 量 ％ ／ ５ ． ４ 質 量 ％ × １ ０ ０ ＝ ８ ７ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 結 果 、 粒 径 の 大 き い も の は ２ ５ 質 量 ％ 、 粒 径 の 小 さ い も の は ７ ５ 質 量 ％ で あ っ た 。  
粒 径 の 大 き い も の は 旧 ア ス フ ァ ル ト 含 有 量 が ２ ． ７ 質 量 ％ 、 ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材 Ｂ 全 体  
に 対 し て 旧 ア ス フ ァ ル ト 量 は ０ ． ７ 質 量 ％ で あ っ た 。 粒 径 の 小 さ い も の は 旧 ア ス フ ァ ル ト  
含 有 量 が ６ ． ３ ％ 、 再 生 骨 材 全 体 に 対 し て 旧 ア ス フ ァ ル ト 量 は ４ ． ７ 質 量 ％ で あ っ た 。
　 こ の 試 験 例 に お け る ア ス フ ァ ル ト 量 の 変 化 を 表 で 示 す と 、 下 記 の 表 １ に 示 す も の に な っ  
た 。 ア ス フ ァ ル ト 量 は A s 量 で 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 本 発 明 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ の 製 造 方 法 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ  
れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 限 り 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 を 適 宜 置 換 し た  
り 変 更 し た り す る こ と が で き る 。 以 下 に 、 本 実 施 形 態 に よ る 再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 Ａ と  
そ の 製 造 方 法 の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る が 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 一 ま た は 同 様 な も の 等  
に つ い て は 同 一 の 符 号 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 に よ る ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 方 法 に お い て 、 製 造 さ れ た ア ス フ  
ァ ル ト モ ル タ ル は 舗 装 面 の 表 面 処 理 材 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 舗 装 表  
面 の 延 命 化 を 低 廉 に 図 る こ と が で き る 。 ア ス フ ァ ル ト モ ル タ ル は ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 に 含  
ま れ る 。
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 第 一 の 再 生 骨 材 ａ を 整 粒 機 ３ に よ っ て 表 面 の 旧 ア ス フ ァ  
ル ト を 剥 離 し 分 離 し た が 、 旧 ア ス フ ァ ル ト を 分 離 す る 手 段 と し て 、 整 粒 機 ３ に 限 定 さ れ る  
こ と な く 破 砕 機 や ク ラ ッ シ ャ ー 等 、 適 宜 の 分 離 機 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 分 級 手 段 と し て の 篩 ２ 、 ４ に よ っ て 母 材 で あ る ア ス フ ァ ル ト 再 生  
骨 材 Ｂ や 第 一 の 再 生 骨 材 ａ を 、 粒 径 の 比 較 的 大 き い 再 生 骨 材 と し て 粒 径 １ ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ  
超 の 粒 径 の も の と 、 粒 径 の 比 較 的 小 さ い 再 生 骨 材 と し て ５ ｍ ｍ ～ ０ ｍ ｍ の 粒 径 の も の に 分  



10

20

30

40

50

JP 7565694 B2 2024.10.11(8)

級 し た 。 し か し 、 分 級 の 粒 度 分 け は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 適 宜 の  
粒 径 の 再 生 骨 材 に 分 級 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１   再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 製 造 装 置
２ 、 ４   篩
３   整 粒 機
５   分 離 装 置
１ ３   ア ス フ ァ ル ト 貯 蔵 サ イ ロ
１ ４   混 合 釡
１ ８   ミ キ サ ー
Ａ   再 生 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物
ａ   第 一 の 再 生 骨 材
Ｂ   ア ス フ ァ ル ト 再 生 骨 材
ｂ   第 二 の 再 生 骨 材
ａ ｂ   第 三 の 再 生 骨 材
ｂ ｂ   第 四 の 再 生 骨 材
ｃ   新 規 ア ス フ ァ ル ト
ｄ   再 生 用 添 加 剤
ｅ   施 工 性 改 善 剤
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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